
施策名 課題等 主な取組 総合評価

①交通安全
対策の推
進

・全死者に対して高齢者が半数以
上の高い割合を占めている

・悪質・危険な運転による悲惨な
重大事故が後を絶たない

○交通事故情勢を踏まえた効果的・効率的
な交通安全活動の推進

○交通事故抑止に資する交通指導取締りの
推進

ほか３つの取組

概ね順調
に展開

②交通事故
のないま
ちづくり

・高齢運転者が原因となった事
故の割合が増加

・道内で飲酒運転を伴う死亡事故
が後を絶たない

○飲酒運転を根絶するための取組
○夜光反射材の効果や必要性について理解
を深めるための啓発

ほか８つの取組

概ね順調
に展開

③治安対策
の推進

・認知件数・被害額ともに高い水
準を維持している特殊詐欺

・人身安全関連事案や国際テロ、
サイバー空間の脅威も深刻化

○犯罪の起きにくい社会づくり
○子供、女性、高齢者等の犯罪被害防止等
○テロの未然防止
ほか３つの取組

概ね順調
に展開

④安全で安
心な地域
づくり

・安全で安心な地域づくりに向け
た道民運動の推進が必要

・犯罪被害者等への総合的な支援
が必要

○安全安心な地域づくりメールマガジンの
周知や登録者の増加促進

○北海道犯罪被害者等支援懇談会の開催
ほか２つの取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

⑤薬物乱用
防止対策
の推進

・今後の社会を担うべき青少年の
乱用問題が深刻化

・若年層の大麻による薬物事犯が、
依然として後を絶たない

○普及啓発、薬物乱用防止教室実施、麻薬
等の適正管理・使用に向けて立入検査

○重点除去地域を中心に野生大麻及び不正
けしの除去対策

概ね順調
に展開

⑥安全・安
心な教育
環境づく
り

・犯罪が後を絶たない
・様々な災害に備える必要
・ｲﾝﾌﾗ整備が十分に進んでいない
・国際的に活躍できる人材の育成

○学校における生活安全に関する教育の充
実

○交通安全に関する教育の充実
○災害安全に関する教育の充実

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

⑦消費生活
の安定と
向上の推
進

・様々な消費者被害が依然として
後を絶たない

・消費生活に関する知識の習得な
ど消費者の自立支援を図る必要

○市町村における消費生活相談体制の維持
強化等を図る取組を支援

○若年者向け消費者教育･啓発の取組充実
ほか５つの取組

概ね順調
に展開

⑧生活衛生
対策の推
進

・大型商業施設や生活衛生関係施
設の衛生的環境の確保が必要

・不適切な衛生管理は道民生活の
衛生水準の低下に繋がる

○特定建築物の届出受理及び報告徴収
○生活衛生関係営業施設に対する許可や監
視指導要領に基づく監視指導

ほか３つの取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

道民の命とくらしを守
る安全・安心な社会づ

くり

②交通事故のない
まちづくり
（環境生活部）

⑧生活衛生対策の
推進

（保健福祉部）

④安全で安心な地
域づくり

（環境生活部）

⑥安全・安心な教
育環境づくり
（教育庁）

⑤薬物乱用防止対
策の推進

（保健福祉部）

③治安対策の推進
（警察本部）

①交通安全対策の
推進

（警察本部）

安全で安
心な社会
づくり

安心して
暮らせる
北海道

犯罪のない安
心で安全な社
会づくり

衛生的環
境確保

薬物乱用
禁止再使
用防止

地域特性や実情等を
考慮した教育環境

施策間連携

施策間連携

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

1 分 野：生活・安心

(5)  政 策 の 柱：道民生活の安全の確保と安心の向上

A    政策の方向性：道民の命とくらしを守る安全・安心な社会づくり

⑦消費生活の安定
と向上の推進
（環境生活部）

交通死亡
事故抑止
の取組

施策間連携

施策間連携

消費者教育、被
害の防止・救済

参考資料１
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刑法犯認知件数（件）(施策③⑤) 重要犯罪の検挙率（％）（施策③⑤）

客観証拠を重
視した捜査を
推進したこと
により、目標
値を大きく上
回る

犯罪の抑止につ
ながる警戒・検
挙活動や犯罪情
勢に即した犯罪
抑止対策など
様々な取組の実
施により刑法犯
認知件数が減少

【関連指標】

消費者被害防
止地域ネット
ワーク設置促
進事業（H26
～）の取組が
奏功し目標を
達成

消費者被害防止地域ネットワーク組織数（施策⑦）

<総合計画施策推進状況>

【総合計画の指標】

市町村教育委員
会や学校に組織
的に働きかけを
行っている。各
学校の実情によ
り取組の違いが
見られることか
ら、目標値には
未達

防犯訓練等の実施状況（小学校、中学校、
高等学校）（施策⑥）

二次医療圏ごと
に地区協議会を
設置し、薬物乱
用防止啓発活動
等の実施により
目標を達成

交通事故死者数（人）（暦年）（施策①②）

子供と高齢者の
安全確保等を重
点とし、街頭指
導や交通安全活
動を推進すると
ともに、交通取
締りを効率的に
実施するなど、
各種施策を推進

薬物乱用防止啓発活動を行っている北海
道薬物乱用防止指導員各地区協議会数
（施策⑤）

更に内容の充実
を図り、速報性
を高める等の課
題に取り組むほ
か、様々な媒体
や各種行事等を
活用して、登録
依頼の強化が必
要

「安全安心な地域づくりメールマガジン」
登録者数（施策④）

(件) (％)

(人)

(登録者数)

(％)
(協議会数)

(組織数)

【ほか１つの関連指標】

1 分 野：生活・安心

(5)  政 策 の 柱：道民生活の安全の確保と安心の向上

A    政策の方向性：道民の命とくらしを守る安全・安心な社会づくり
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施策名 課題等 主な取組 総合評価

①高付加価
値農業の
推進

・農業の持続的発展や消費者の多
様なニーズに応える農業の振興

・６次産業化をはじめとする農産
物の付加価値を高める取組への
支援が必要

○北海道６次産業化サポートセンターを
運営

○新商品の開発や加工・販売施設の整備
○YES!clean表示制度の運用等への支援
ほか８つの取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②農業生産
の振興

・経営を取り巻く環境は厳しく、
生産基盤の維持・強化が急務

・安定的な食料の生産・供給を図
ることが必要

○需要に応じたこめ産地づくりを推進
○スマート農業に関する情報の共有･発
信、技術課題の検討･対応

ほか２２の取組

概ね順調
に展開

③農業の担い
手の育成・確
保と農業経営
の総合的な体
質強化

・農家戸数の減少や農業従事者の
高齢化が進展

・意欲と能力がある担い手の育
成・確保、農業経営の総合的な
体質強化を図ることが必要

○新規就農者の育成・確保
○担い手の経営体質の強化
○農業法人の育成
ほか３つの取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

④農業農村
整備の推
進

・安全・安心で高品質な農産物の
安定供給には、農業生産力向上
による生産コストの低減が重要

・農業生産基盤整備の計画的な推
進が重要

○水田地帯の生産基盤の整備
○畑地帯の生産基盤の整備
○酪農地帯の生産基盤の整備
ほか２つの取組

概ね順調
に展開

⑤農村活性
化対策の
推進

・地域の活力が低下しており、そ
の対策が必要

・本道農業・農村に対する道民理
解の促進が一層重要

○農業・農村の多面的機能を支えるため
の地域の共同活動に対し支援

○都市住民への情報発信を実施
ほか４つの取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

⑥鳥獣によ
る農業被
害防止対
策の推進

・野生鳥獣による被害は農林水産
業被害、生活被害が甚大

・農業被害は漸減傾向だが鳥獣被
害防止対策の支援が必要

○地域協議会等が取り組む総合的な鳥獣
被害防止対策を支援

○事業の推進指導を実施

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

⑦道営競馬
の推進

・競馬の基本となる競走馬の確保
が大きな課題

・安定的に継続した事業展開のた
め、発売拡大が必要

○本賞金・出走手当の引き上げ
○門別競馬場にキャッシュレス投票を導
入

ほか５つの取組

概ね順調
に展開

潜在力のフル発揮で地
域の経済・社会を支え
る農業・農村づくり

②農業生産の振興
（農政部）

⑥鳥獣による農業被
害防止対策の推進

（農政部）

⑤農村活性化対策
の推進

（農政部）

⑦道営競馬の推進
（農政部）

③農業の担い手の育
成・確保と農業経営
の総合的な体質強化

（農政部）

④農業農村整備の
推進（農政部）

①高付加価値農業
の推進

（農政部）

農産物の付加価値を高める
取組、クリーン農業や有機
農業の取組等を推進

需要に応じた農産物の生産
拡大、安全で良質な生乳・
牛肉生産等を推進

生産基盤
等を計画
的に整備

多様な人材の就
農を促進、
経営安定を推進

総合的な
鳥獣被害
防止対策
を支援

競馬事業の
発展と馬産
地の活性化

農村地域
の活性化
を促進

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

2 分 野：経済・産業

(1)  政 策 の 柱：農林水産業の持続的な成長

A    政策の方向性：潜在力のフル発揮で地域の経済・社会を支える農業・農村づくり

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0602PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0606PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0605PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0607PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0603PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0604PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0601PDC.pdf


食料自給率（カロリーベース）（％）
(施策①②③④)

新規就農者数（人）(暦年）（施策③）

新参入者は毎
年120名程度
確保できてい
るが、親元就
農者の減少を
カバーできる
ほどではな
く、全体とし
ては、目標の
７割程度に止
まった

食料消費全体に
占める米の割合
の減少や、畜産
物の国産品の増
加以上に輸入品
が増加したこと
等の国内全体の
事情から、目標
値の９割程度に
止まった

【関連指標】

畑作物の作柄が
良好であったこ
とや、野菜、酪
農及び肉用牛生
産における生産
物価格が好調な
こと等から、基
準年を上回る産
出額となった

農業産出額（億円）（暦年）（施策②）

高齢化等による
農家戸数の減少
に伴い取組事業
体数は減少して
いるが、販売金
額は増加傾向

６次産業化に取り組む事業体数（件）（施策①）

<総合計画施策推進状況>

【総合計画の指標】

市町村や農地
中間管理機構
等他の実施主
体の実績を表
す指標であ
り、道は取り
組みを促進す
る形で関与

担い手への農地の利用集積率（施策③）

ホッカイドウ競馬
本体での発売増と
他地方競馬及び
JRA馬券の発売増
による手数料収入
の増により、H30
年度における単年
度収支が５億９千
６百万円の黒字

農業法人数（施策③）

北海道農業法
人化等支援協
議会を設立し
農業経営者サ
ポート事業を
推進してお
り、効果が一
定程度発現

競馬事業の収支（施策⑦）

販売農家戸数が
減少する中、ふ
れあいファーム
の登録件数も減
少したが、新規
登録もあり登録
割合は維持

ふれあいファームに登録している農家の割合
（％）（施策⑤）

(％)
(人)

(億円)

(法人数)

(％)

(％)
(億円)

(件)

【ほか４つの関連指標】

2 分 野：経済・産業

(1)  政 策 の 柱：農林水産業の持続的な成長

A    政策の方向性：潜在力のフル発揮で地域の経済・社会を支える農業・農村づくり
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ふるさとへの誇りと愛着
を育み、これからの北海

道を担う人づくり

②確かな学力を育む
教育の推進
（教育庁）

⑧私立学校等への
支援

（総務部）

⑤特別支援教育の
推進

（教育庁）

⑥キャリア教育の推
進

（教育庁）

④幼児教育・子育て
支援の充実
（教育庁）

③心身の健やかな成
長を促す教育の推進

（教育庁）

①安全・安心な教育
環境づくり
（教育庁）

地域人材を
活用した教
育活動

学力・体力のス
テップアップ

教育環境
の充実

質の高い
教育活動
の提供

私立学校
などへの
支援

キャリア教
育の充実

教育的ニー
ズに応じた
指導や支援

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

3 分 野：人・地域

(2)  政 策 の 柱：北海道の未来を拓く人材の育成

A    政策の方向性：ふるさとへの誇りと愛着を育み、これからの北海道を担う人づくり

施策名 課題等 主な取組 総合評価

①安全・安
心な教育
環境づく
り

・ふるさとに誇りを持ち、地域や
産業を支える人材の育成が必要

・国際的分野で活躍できる人材の
育成が必要

○生活安全に関する教育の充実
○交通安全に関する教育の充実
○学校における災害安全に関する教育の充
実

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②確かな学
力を育む
教育の推
進

・全国学力・学習状況調査では多
教科で全国平均を下回っている

・国際的な分野で活躍できる人材
の育成が必要

○地域や学校の実態に応じた支援
○家庭教育に関する学習機会の充実
○ＩＣＴを活用した遠隔授業・研修の推進
ほか１３の取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

③心身の健
やかな成長
を促す教育
の推進

・全国体力・運動能力、運動習慣
等調査で全国平均を下回ってい
る

・望ましい食習慣の定着が課題

○学校における体力向上の取組の推進
○児童生徒の運動機会の充実
○連携・協働した食育の推進
ほか４つの取組

概ね順調
に展開

④幼児教
育・子育
て支援の
充実

・幼児教育の重要性への認識が高
まっている

・幼児教育施設間の交流や情報交
換の機会の確保が必要

○幼稚園教諭、保育教諭及び保育士等を対
象とした研修の実施

○幼児教育と小学校教育等との接続の促進
ほか４つの取組

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

⑤特別支援
教育の推
進

・幼児期から学校卒業後まで切れ
目のない指導や支援が必要

・障がいの重度・重複化等に対応
した指導や支援の充実が必要

○幼稚園、小・中学校、高等学校等におけ
る特別支援教育の充実

○高い専門性に基づく特別支援教育の推進
ほか４つの取組

概ね順調
に展開

⑥キャリア
教育の推
進

・ふるさとに誇りを持ち、地域や
産業を支える人材が必要

・国際的な分野で活躍できる人材
の育成が必要

○キャリアガイダンスを充実
○様々な事業所におけるインターンシップ
の充実

ほか２つの取組

概ね順調
に展開

⑦生涯学習
の推進

・地域の良さに触れる機会や課題
を学ぶことが必要

・学んだ成果を活かしている道民
の割合は６割程度と少ない

○生涯にわたる学習活動の促進
○地域における組織的な教育活動を促進す
るための人材育成

ほか２つの取組

概ね順調
に展開

⑧私立学校
等への支
援

・施設における空気環境の調整等
を適切に実施する必要

・施設の衛生管理が低下すると、
衛生水準確保が図られなくなる

○特定建築物の届出受理及び報告徴収
○生活衛生関係営業施設に対する許可や監
視指導要領に基づく監視指導

ほか３つの取組

概ね順調
に展開

⑦生涯学習の推進
（教育庁）

社会教育の充実
施策間連携

【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】 <総合計画施策推進状況>

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1101PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0105PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1105PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1106PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1104PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1103PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1102PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1107PDC.pdf


平均正答率の状況（小学生の国語AB）
（施策②)

平均正答率の状況（小学生の算数AB）
（施策②）

小算Aは差が前年
度と比較して広
がり小算Bは比較
して縮まった。
学力向上に向け
た取組を進めた
結果、概ね目標
に近づいている

小国Aは差が前年
度と比較して縮
まった。小国Ｂ
は前年度と比較
して広がったが
学力向上に向け
た取組を進めた
結果、概ね目標
に近づいている

【関連指標】

中数Ａについては
差が前年度と比較
して広がり中数B
については差が前
年度と比較して縮
まった。学力向上
に向けた取組を進
めた結果、概ね目
標に近づいている

平均正答率の状況（中学生の数学AＢ）
（施策②）

中国ＡＢについ
ては、目標を達
成しており、引
き続き、各学校
において一層の
授業改善等の取
組を進める

平均正答率の状況（中学生の国語AＢ）
（施策②）

<総合計画施策推進状況>

【総合計画の指標】

インターンシッ
プ受入先確保の
要請や各学校の
数値目標を設定
するなど、達成
に向けた指導・
助言に努める

全日制道立高校において、在学中に１回以上イン
ターンシップを経験した生徒の割合（施策⑥）

生涯学習の成果を
活用している住民
の割合は60%前後
で推移している。
地域活動への意欲
を実際の行動に繋
げることで、本指
標の数値も今後の
伸びを期待

児童生徒の体力・運動能力の状況（小５）
男子・女子（施策③）

男子は体力合
計点は僅かに
下がっている
状況。女子は
全国との差が
縮まっている

生涯学習の成果を活用している住民の割合
（％）（施策⑦）

依然として全国
平均を下回る状
況が続いている
ものの、男子は
全国との差が縮
まっている

児童生徒の体力・運動能力の状況（中２）
男子・女子（施策③）

(％) (％)

(％)

(Ｔ得点：全国平均を50とした時の数値) (Ｔ得点)

(％)
(％)

(％)

【ほか１８の関連指標】
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3 分 野：人・地域

(2)  政 策 の 柱：北海道の未来を拓く人材の育成

A    政策の方向性：ふるさとへの誇りと愛着を育み、これからの北海道を担う人づくり
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